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・教師と保育者が、幼児期の育ちや小学校での学び、接続期について、互いの教育を知り、地域
の子どもたちを共に育てる。

・幼保の横のつながりをもち、交流を通して互いに刺激を受け、遊びや学びを豊かにする。

04　ふかめよう

ねらい

実践の
概要

実践の
ポイント

ココが良かった!

幼稚園と小学校の合同研修をしよう

・小学校と幼稚園の教育を見学し合い、育ちや学び方の違い及び共通点やつながりなど、相互理
解を図る。

05　ひろげよう

ねらい

実践の
概要

　幼児期の学びの話から、小学校の教育にも共通する環境の構成や教師の援助などについて考える機会と
なった。
・子どもが試してみたいと思ったことを認め、その過程を価値付けることで「もっと」という気持ちが高
まり、深い学びにつながる。やりたいことが叶う場があるからこそ、自主性の芽が生まれ、生まれた芽
が育つのではないか。

・子どもの身の回りにある全てが教材であり、園や学校で起こること全てに学びがある。
・園生活において遊びや活動の振り返りをする場面があることが分かった。小学校の学習でも行っている
が、一人一人の中に遊びの価値や学びが落とし込まれたり、全体で共有したりすることができる大切な
時間である。

・幼稚園生活の全てを通して、学習に向かう土台となる力を蓄えていると感じる。

ココが良かった!

－片付けの場面－ －ルールのある遊び－

子どもの言葉に耳を傾ける
ことは共通の援助ですね。

特別支援教育の考え方と似ている
ところがありますね。

　連携している幼稚園と小学校で、互いの教育を理解するための研修を行っています。幼稚園教
諭は1学期に1年生の生活科の授業を見学し、小学校教諭は2学期に保育を見学します。
　毎年12月には合同研修日を設定し、幼小のほぼ全職員が参加します。幼児が遊んでいる場面
の動画を視聴し、幼児教育と小学校教育の共通点や違いについて話し合いました。

幼稚園は子どもが自分でするべきことに気付き、行
動できるよう教師はそばで見守り、心が動く言葉を
掛けるタイミングを計っているのですね。
小学校では、今は片付けても次にまたできるという
保障をして、その時すべきことを明確に促すことが
多いかと感じます。

実践の
ポイント

子ども同士がコミュニケーションを取
りながら、遊びが成立するためにどう
すると良いかを考えて遊ぶところは共
通ですね。

年度当初に交流や研修について話し合った
り、内容を確認したりして計画する。
小学校教諭が幼稚園を見学する時は、園長や
主任がその日の遊びや幼児の育ちなどを具体
的に説明すると良い。
見学では見切れない場面などは動画を活用す
るなど工夫が考えられる。
遊びや学習の場面を見て、互いの視点から育
ちや大切にしたい経験を話すと、互いの教育
のつながりが見える。

・

・

・

・

地域の幼保小が一緒に取り組む連携 年長＆1年／教職員

育まれている10の姿

幼稚園・地域の保育所・小学校1年生の交流
地域でのつながりをつくることが幼保小連携に必要だと考え、
近隣の保育所にも声を掛けて一緒に取り組んでいます。
〇5月（小学校グラウンド）
　運動会のよさこいの練習を見て、一緒に踊る。
〇11月（小学校体育館）学習発表会の練習を見る
〇12月（小学校体育館）生活科『おもちゃランド』で交流

幼稚園・保育所の交流
小学校で1年生のよさこいを見たあと、幼稚園から保育所に声を掛け、幼児教育施設同士の横
の連携を進めることにしました。
〇6月（保育所園庭）
　互いの園で踊っているよさこいを見合う・一緒に集団遊びをする。
〇10月（幼稚園園庭）
　互いの園で楽しんでいる遊びを紹介し合い、一緒に遊ぶ。

・※共通指導案で共有したねらいや内容、援助を踏まえ、幼児の遊びや関わりを支える。
・自園以外の幼児に積極的に言葉を掛けて、「一緒に楽しもう！」という雰囲気をつくる。

・触れ合いや言葉のやりとりなど、関わりをもちやすい内容の遊びを取り入れる。

教師の援助

工夫した環境や教材など

※共通指導案

私たち同じ小学校に行くんだね！

交流が刺激となり、遊びの広がりや発展が見られた。また同年
代の子ども同士が言葉でやりとりしたり、自ら相手と関わった
りするなど人間関係の広がりにつながった。

打合せの中で、園・学校の子どもたちのよさや課題に感じるこ
となどを共有することにより、指導に生かす機会となった。
互いの教育を知り、小学校への滑らかな接続（どのような経験
や育ちをつなげると良いか）について話し合うことができた。
幼保の横のつながり、幼保小の縦の連携ができ、地域で子ども
たちを育むための土台となった。

・

・

・

・

幼児・児童

教師・保育者

1年生
かっこいい！
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・菊水・米里地区に住む子どもたちを地域全体で育てるという理念のもと、「0歳から15歳ま
で」を合言葉に乳幼児期から中学校段階までの15年間の育ちを見据えた連携の充実を図る。

05　ひろげよう

札幌市の幼保小連携推進協議会が目指す、中学校区の自発的な連携の形が４年ぶりに再開し、地域のつ
ながりを再確認することができた。
設置主体や施設類型に関わらず、公立・私立の教職員がつながることの意義と必要感をもって取り組ん
でおり、「連携することがあたりまえ」という風土が醸成されている。
公立の幼・小・中では、この連絡会をさらに発展させ、コミュニティスクールとして位置付けていきた
いと考えており、その思いを参加者で共有することができた。

・

・

・

菊水元町保育園
認定こども園菊水元町第二保育園
菊水いちい認定こども園
札幌市立きくすいもとまち幼稚園

札幌市立菊水小学校
札幌市立米里小学校

札幌市立米里中学校

園長、副園長、主任
校長、教頭、教務主任等

構成メンバー

　13年前に発足し、年に２～3回（６月・２月他）開催しています。中学校が主体となって連絡
会を企画し、地区の教育機関に呼びかけ、連携活動の予定や地区で共有したい事柄などについて
討議し、地域で子どもたちの育ちを支えています。

　令和５年度はコロナ禍を経た久しぶりの開催
だったため、互いの教育活動を知ること、子ど
もや教職員の交流等について希望すること等に
ついて意見交流することを目的としました。
　各機関の子どもたちの様子や活動、行事の予
定などを発表し合い、現状を共有したあと、事
前に各施設の状況を取りまとめていた「連携活
動一覧表」をもとに連携内容を加えるなどしま
した。

・教育活動における重点など
・予定している幼・保・小・中の連携活動

・各教育機関の行事参加や職員交流
・中学校教諭の小学校への出前授業
・小学校１年生担任の年長保育参観研修
・小学校２年生の生活科校区探検による幼保
との交流
・幼保の中学校との交流参考：連携活動一覧表
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